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演題:特異的修飾によるリボソーム動態制御と生理機能 

正確な遺伝子発現は生命現象の根幹であり、その破綻や異常は様々な疾患の原因となる。正確なタンパク質

合成を保証するため、細胞は異常な翻訳伸長阻害を認識し排除する品質管理機構として RQC 
(Ribosome-associated Quality Control)を保持している。またリボソームは、タンパク質の誕生からフォールデ
ィングを含む成熟化、分解までの多段階過程で極めて重要なハブとして機能するため、機能欠損リボソーム

は品質管理機構 18S NRD (Non-functional rRNA Decay) によって認識され分解される。本セミナーでは、異
常翻訳に対する品質管理(RQC)とリボソーム自身の異常を感知する品質管理(18S NRD)が統合して機能し、
翻訳の正確性を維持する分子機構の概要について紹介する。我々は、異常翻訳に起因する２つの品質管理機

構である RQCと 18S NRDに共通する分子機構を解析した。その結果、E3ユビキチンライゲースが、特異
的な翻訳停止状態のリボソームを認識し、リボソームタンパク質の特定の残基をユビキチン化することを明

らかにした（文献１−４）。また RQC の機能欠損による神経細胞死と長期記憶低下を観察しており、RQC
因子の変異による自閉症の発症メカニズムを理解する分子基盤が明らかになりつつある。さらに、リボソー

ムユビキチン化は、翻訳品質管理にとどまらず、mRNA 安定性制御やストレス応答時発現制御にも必須で
ある（文献５、６）。特異的ユビキチン化によるリボソーム動態制御と生理機能について紹介したい。 
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場所： 本セミナーは Zoom でおこないます。参加希望のかたは、UTAS シラバス 

詳細情報の「オンライン授業内容」で、Zoom の URL をご確認ください。 

担当： 東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・塩見研究室 

 


